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・ 『資料月報』創刊（一九五九―六七年）一九六〇年・ 「アジア経済研究所」が財団法人から特殊法人となる・ 『外国雑誌記事索引・ 『東南アジア統計資料目録』刊行一九六一年・経済資料協議会に加盟し、 『経済学文献季報』の編纂に参加・ 『イスラーム関係資料総合目録』刊行一九六三年・事務所を新宿区市ヶ谷に移転し、収集課、整理課、参考課の三課体制
を確立
一九六四年・統計部の設置に伴い統計資料の収集・整理を統計部に移管・ 『海外経済資料』創刊（一九六四―六九年）・ 『東南アジア関係資料総合目録』全五巻を刊行一九六五年・発展途上国に対する投資、資源開発を扱う投資資料調査室を設置・法律関係資料連絡会（後に法律図書館連絡会に改称）に加盟・ 『中近東関係資料総合目録』刊行一九六七年・ 『現代中国関係中国語文献総合目録』 （一九 二―一九 五）全十巻を
創刊（一九六七―七〇年）
・ 『資料月報』 『外国雑誌記事索引』および『海外経済資料』を合併して『アジア経済資料月報』を創刊（一九六七―九八年）一九六九年・ 『発展途上国の統計資料目録』 （昭和四二―平成一〇年） 創刊 （一九六八―九九年）
一九七〇年・ 『アジア経済研究所蔵書目録 （一九五九―一九六八）創刊（一九六九
―七二年）
一九七一年・投資資料調査室が経済協力調査室と名称を変更し、図書館から分離一九七二年・ 『タイ語文献総合目録』全二巻を刊行一九七三年・ 『旧植民地関係機関刊行物目録』全五巻を刊行（一九七三―八一年）一九七六年・特別海外共同研究の一環として東南アジア四ヶ国と プロジェクト実
施（一九七六―八一年）
一九七八年・レファレンスサービスの一元化として資料・情報相談室 設置・ 『朝鮮語資料所蔵目録』刊行一九八二年・ 『発展途上地域日本語文献目録』 （ 九八〇―一九九三） 創刊 （一九八一
―九五年）
































































・非来館者のためのサービス『新着アラートサービス』を開始・ 「途上国理解市民フォ ラム」 （講演会）開催開始・組織改編により、ビジネスライブラリーが分離し、アジ研図書館は、
資料企画課、資料整理課、資料サービス課の三課体制となるとともに、資料・情報相談室を廃止
二〇〇四年・ビジネスライブラリー内に「ア 研図書館サテライト」を開設・セルフコピー機の導入・国立国会図書館関西館を中心とした「レ ァレン 協同データベース
事業」に参加
・平日の開館時間を一八時まで延長二〇〇五年・四階に積層書庫を設置・外部専門業者に劣化・破損資料の脱酸、修復作業の委託を開始二〇〇六年・デジタルアーカイブス『岸幸一 レクション』 『近現代 ジアのなか
の日本』の公開
・学術研究リポジトリ（
A
R
R
ID
E
）を公開
二〇〇七年・デジタルアーカイブス『日本の経験を伝える』を公開し 併せて国連
大学との共催で記念シンポジウムを開催
・デジタルアーカイブス『アジア動向デーダベース』及び『フォトアー
カイブス』の公開
・研究所図書館及び本部サテライトでテーマ別資料展示を開始・内製によるマイクロフィルム作成業務終了二〇〇八年・国際ワークショップ『日中米における満鉄関係資料等 利用と保存を
めぐる諸問題』を開催
・ 『アジア経済研究所出版物 （
A
ID
E
） 』の公開
二〇〇九年・土曜日の開館時間を一八時まで延長
現在の幕張図書館閲覧室
